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立
科
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、６
月
24
日

か
ら
27
日
の
間
、岩
手
県
大
槌
町
で
災
害
支
援

活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

参
加
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、応
募
に
よ
り

集
ま
っ
た
20
人
の
皆
さ
ん
と
、社
協
ス
タ
ッ
フ
２

人
を
含
め
た
22
人
。

20
歳
代
か
ら
70
歳
代
と
幅
広
い
年
代
層
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
集
団
で
し
た
が
、「
今
、自
分
に
で
き

る
こ
と
を
何
か
し
た
い
」と
の
共
通
の
思
い
で
一

致
団
結
し
、４
日
間
の
日
程
を
無
事
に
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

庶
務
係

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
報
告

岩
手
県
大
槌
町
へ
行
っ
て
き
ま
し
た

活
動
の
前
に
訪
れ
た
大
槌
町

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で

は
、町
民
皆
様
か
ら
ご
寄
附
い

た
だ
い
た
支
援
物
資
と
、義
援

金
の
一
部
を
あ
わ
せ
た
立
科
町

か
ら
の
見
舞
金
が
、立
科
町
を

代
表
し
て
社
協
の
竹
内
愛
國
副

会
長
か
ら
大
槌
町
へ
と
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

復
興
へ
向
け
て

目
に
し
た
被
災
地
の
光
景
は
想
像
以
上
で
、

一
面
の
瓦
礫
に
参
加
者
一
同
言
葉
を
失
う
場
面

立
科
町
民
の
思
い
を
届
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

活
動
は
、２
日
間
を
通
し
て
、「
帰
っ
て
き
た

花
い
っ
ぱ
い
運
動
～
大
槌
町
フ
ラ
ワ
ー
ル
ー
ト

45
～
」の
た
め
の
整
地
作
業
。
直
接
的
な
被
災

者
支
援
で
は
な
い
も
の
の
、
夏
に
は
、一
面
に

咲
く
花
が
大
槌
町
の
皆
さ
ん
を
元
気
に
し
、復

興
の
象
徴
に
な
る
こ
と
を
祈
っ
て
、一
心
に
除

草
作
業
に
精
を
出
し
ま
し
た
。

花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
支
援

大槌町の被害状況（7/16現在）
死　　　者 788 人
行方不明者 ８２７人
避　難　者 1,572 人

役場をはじめとして町の中心部
が壊滅状態。町長、社協会長など
町の役職者はじめ、町民の1割が
亡くなるなど、被害の甚大さを物
語っています。

こ
の
度
の
地
震
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
様
へ
、

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
を

見
つ
め
直
し
、
日
常
及
び
災
害
発
生
時
に
お

い
て
「
自
ら
が
何
を
す
る
べ
き
か
」
を
考

え
、
災
害
に
対
し
て
十
分
な
準
備
を
講
じ
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
る
よ
う
、
町
民
の

防
災
に
関
す
る
意
識
の
高
揚
と
知
識
の
向
上

を
図
る
機
会
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

開
催
日
　
９
月
４
日
（
日
）

場
　
所
　
権
現
山
運
動
公
園

内
容
等
に
つ
き
ま
し
て
、
決
ま
り
次
第
ご

連
絡
い
た
し
ま
す
。

町
民
の
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。

立
科
町
総
合
防
災
訓
練

を
実
施
し
ま
す

瓦礫の撤去が進む市街地の様子　

も
あ
り
ま
し
た
が
、
復
興
へ
向
け
た
力
強
い
歩

み
も
ま
た
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
先

も
息
の
長
い
支
援
活
動
の
必
要
性
を
強
く
感
じ

ま
し
た
。

国道45号 浪板海岸沿いの花壇を整地

瓦礫の中、広大なひまわり畑の除草
作業に精を出す
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農
業
委
員
改
選
さ
れ
る

担
い
手
の
減
少
や
高
齢
化
、農
地
の
遊
休
化

や
耕
作
放
棄
も
進
む
な
ど
、地
域
農
業
は
い

ま
、大
き
な
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
な
か
で
地
域
の
世
話
役
・
代
表
と
し
て
、か

け
が
え
の
な
い
農
地
と
担
い
手
を
守
り
、力
強

い
農
業
を
つ
く
る
か
け
橋
の
役
割
を
持
つ
農
業

委
員
に
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

任
期
は
７
月
20
日
よ
り
３
年
と
な
り
ま
す
。

農
業
委
員
会
事
務
局
（
農
林
係
）

農業委員会構成名簿

氏    名 住    所 連絡先 担当地域

宮下　曉 芦田392
古町

（有）2455
℡ 56-1286

中尾　美上下
姥ケ懐　古町　

寺島秀勝 芦田3665-3
日向

（有）3005
℡ 56-3267

和子 赤沢 中原
日向

清水元英 芦田1023
野方

（有）2883
℡ 56-1509 野方

上田武津夫 牛鹿526
五輪久保

（有）3473
℡ 56-1677

牛鹿 柳沢 外倉
五輪久保 虎御前　

市川和弘 塩沢1091
西塩沢

（有）3830
℡ 56-1084 西塩沢

宮澤善一 桐原578
桐原

（有）5129
℡ 56-1501 桐原　細谷

寺島　愼 茂田井1633
仲町２

（有）5402
℡ 53-3301

茂田井
（仲町・東町・田町）

宮下芳昭 塩沢747
塩沢

（有）3776
℡ 56-1653 塩沢

保科正幸 芦田2441-1
町

（有）5747
℡ 56-2463 町区

西方　眞
【農協推薦】

山部200－1
上房

（有）3066
℡ 56-1695

上房　山部　真蒲
平林　滝神　

内藤謙一
【土改推薦】

芦田2692-1
町

（有）2732
℡ 56-1079

茂田井
（西町）

矢島純子
【議会推薦】

藤沢490
藤沢

（有）3985
℡ 56-1534 藤沢　蟹原　

寺島千鶴
【議会推薦】

宇山1469－1
立石 ℡ 56-2135 石川 立石 大深山

日中 蟹窪

届出順

農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
選

挙
が
、去
る
７
月
10
日
執
行
さ
れ
、９
名
の
委

員
が
改
選
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、選
挙
と
は
別

に
議
会
推
薦
委
員
２
名
、農
協
推
薦
委
員
１

名
、土
地
改
良
区
推
薦
委
員
１
名
が
そ
れ
ぞ
れ

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

7月1日付で古町の岩下一平さん、山部の関紀子
さんが人権擁護委員として法務大臣より委嘱され
ました。

人権擁護委員は、憲法で保障されている国民の
基本的人権が侵犯されることのないように監視
し、もし、これが侵犯された場合には、その救済の
ため速やかに適切な措置をとるとともに、常に自
由人権思想の普及高揚に努めることを使命として
います。

また、心配ごとやいじめ等の相談にも応じてい
ただきます。

新　人権擁護委員に岩下一平さん・関紀子さん

人権センターだより
◆ 人 権 が 尊 重 さ れ る 社 会 ◆

人権センター（人権政策推進係） 電話56-2311　有線2311

正副会長、部会長、部会構成につきましては、7月29日開催の農業委員会
初総会において決定後、改めてお知らせします。
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交
通
指
導
所

７
月
23
日
（
土
）
蓼
科
第
二
牧
場
前

こ
の
時
期
、多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
が
、

普
段
に
比
べ
交
通
量
が
多
く
な
り
、
慣
れ
な
い

道
を
通
行
す
る
こ
と
か
ら
交
通
事
故
が
起
こ
り

や
す
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

運
転
者
に
「
ス
ピ
ー
ド
を
抑
え
て
走
り
ま
し

ょ
う
」「
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

着
用
し
ま
し
ょ
う
」
な
ど
を
呼
び
掛
け
、
啓
発

物
を
配
布
し
ま
し
た
。

通交 安全こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
県
外
者
が
町
内
を
訪

れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
長
期
に
渡
る
休
暇
、

開
放
感
か
ら
気
が
緩
み
、
車
の
運
転
も
荒
く
な

り
が
ち
で
す
。
い
つ
も
よ
り
交
通
事
故
が
発
生

し
や
す
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
お
互
い
に
譲
り

合
う
気
持
ち
で
優
先
意
識
を
持
た
ず
に
、
ま
ず

安
全
確
認
を
し
、
い
つ
も
以
上
に
安
全
運
転
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

今
年
は
、
保
護
者
の
方
に
も
ご
参
加
い
た
だ

い
た
園
も
あ
り
、
遊
戯
室
で
は
、
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
方
法
や
横
断
歩
道
の
渡

り
方
を
、
動
物
着
ぐ
る
み
を
使
っ
て
の
寸
劇
に

よ
り
楽
し
み
な
が
ら
学
び
ま
し
た
。
そ
の
後
、

実
際
の
道
路
に
出
て
、
信
号
機
と
横
断
歩
道
の

あ
る
場
所
と
な
い
場
所
で
の
渡
り
方
を
学
び
ま

し
た
。
園
児
の
皆
さ
ん
は
、
左
右
を
し
っ
か
り

確
認
し
、
元
気
よ
く
手
を
挙
げ
渡
っ
て
い
ま
し

た
。

発生件数 10件（＋３件）
死者数 ０人（±０人）
負傷者数 12人（＋２人）

（  ）内は昨年比

平成 23 年 上半期の町内
交通事故発生状況
（平成 23 年 1 月１日〜６月 30 日）

「
夏
の
交
通
安
全
や
ま
び
こ
運
動
」

期
間
中
に
行
わ
れ
た
啓
発
活
動

街
頭
啓
発

７
月
19
日
（
火
）

ツ
ル
ヤ
立
科
店

チ
ラ
シ
と
啓
発
物
の

配
布
を
行
い
、
安
全
運

転
を
呼
び
掛
け
ま
し

た
。

保
育
園
交
通
安
全
教
室

幼
児
に
対
し
て
交
通
安
全
教
育
を
行
う
こ
と

は
、
道
路
を
横
断
す
る
際
の
安
全
を
確
保
す
る

ば
か
り
で
な
く
、
将
来
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
道
路

を
通
行
す
る
と
き
に
必
要
な
意
識
を
養
う
た
め

に
も
必
要
不
可
欠
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
６
月
に
町
と
交
通
安
全
協

会
、
佐
久
警
察
署
の
協
力
に
よ
り
、
町
内
各
保

育
園
で
交
通
安
全
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

●出展者募集中
環境保全をテーマにした展示･体験教室･物品

販売などを出展･協賛いただける団体･事業所･個
人を募集しています。

募集期限　＜8 月 31 日（水）まで＞
※出展の内容によっては、ご希望に添えない場合や、調整

の必要な場合もありますので、予めご承知ください。
お問い合わせ先

「たてしな環境フェア 2011」実行委員会
（事務局 環境保健係 電話 0267-56-2311）

「人と自然が輝く町、立科町」から、環境と調
和した、やさしく楽しい暮らし方を提案しましょ
う。アイディアいっぱいの面白いブースがあなた
をお待ちしています！

テーマ  「人が輝く、自然が輝く、
エコな生活へようこそ」

と　き　10 月 2 日（日）
午前 10 時～午後３時まで

ところ　権現山運動公園 屋内運動場及び一帯

「たてしな環境フェア2011」を開催します!!
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第２回 立科の味「料理コンテスト」
を開催します

第２回となる立科の味「料理コンテス
ト」を次のとおり開催します。

地域の農林畜産物等を用いて創作した
自慢の料理を、ぜひ応募してください。
（プロ・アマは問いません）

【募集部門】 (1)創作郷土料理の部
(2)菓子の部
(3)加工品の部（漬物、ジャム等）

【募集期間】 平成 23 年９月１日（木）から 10 月 15 日（土）まで
【応募方法】 役場や公式ホームページで配布する応募要領をご覧いただ

き、添付された申込書を役場農林課へ提出してください。
【審　　査】 11 月 6 日（日）午前 9 時 30 分から　 

審査会場（役場大会議室）にて審査
※応募された方は、審査当日 8 時 30 分から 9 時 20 分

までに、審査会場へ作品を搬入していただきます。
【表　　彰】 11 月 6 日（日）午後 2 時から

役場駐車場（商工祭会場）にて表彰式
各部門に、 最優秀賞（立科町長賞）………… １点

優秀賞……………………………… ２点
佐久浅間農業協同組合長賞… １点
立科町農業委員会長賞……… １点

グッドネーミング賞……………… １点
応募者全員（入賞者を除く）に努力賞

【問い合わせ先】創作料理コンテスト企画委員会（役場農林係内 ）
電話 ０２６７（５６）２３１１

平
成
23
年
度
　
北
佐
久
消
防
協
会
主
催
　

第
44
回
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会

第
25
回
消
防
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
に

出
場
し
ま
し
た

７
月
３
日
佐
久
合
同
庁
舎
駐
車
場
を
会
場

に
、北
佐
久
消
防
協
会
が
主
催
す
る
大
会
が
開

催
さ
れ
、立
科
町
の
代
表
が
県
大
会
を
目
指
し

て
出
場
し
ま
し
た
。

惜
し
く
も
県
大
会
出
場
は
逃
し
ま
し
た

が
、練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
さ
れ
ま
し

た
。

出
場
チ
ー
ム
は
、ポ
ン
プ
操
法
大
会
の
ポ
ン

プ
車
操
法
の
部
に
町
分
団
本
部
自
動
車
班
、小

型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
茂
田
井
分
団
、ま
た
、

ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
に
は
各
分
団
か
ら
選
抜
に
よ

る
チ
ー
ム
を
編
成
し
ま
し
た
。

来
年
は
、県
大
会
出
場
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

農林係

出
場
選
手
の
皆
さ
ん

ポ
ン
プ
操
法
大
会

○
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
（
第
３
位
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　

主
　
将

宮
澤
卓
二
　
指
揮
者

武
重
明
広

１
番
員

小
松
　
佳
　
２
番
員

瀧
澤
寿
年

３
番
員

上
原
邦
義
　
４
番
員

今
井
優
貴

補
　
欠

本
間
賢
一
　
補
　
欠

武
重
公
大

○
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

主
　
将

両
角
茂
俊
　
指
揮
者

大
澤
隆
英

１
番
員

竹
城
義
彦
　
２
番
員

小
平
　
琢

３
番
員

竹
城
裕
樹
　
補
　
欠

大
角
秀
行

ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会

指
揮
者

掛
川
　
実

吹
奏
者

村
松
浩
喜
　
田
中
辰
也

今
井
総
一
郎
　
児
玉
祐
二
　
清
水
慶
一

野
本
泰
弘
　
関
淳
一
　
小
林
正
和

間
ヶ
部
昌
紀
　
中
村
収
　
柳
澤
淳

今
井
由
春
　
佐
藤
雅
彦
　
依
田
清
澄

大
太
鼓

村
田
昌
司
　
小
太
鼓

児
玉
佳
子

シ
ン
バ
ル

市
川
知
佳
　
補
欠

黒
澤
一
城

第1回創作郷土料理の部最優秀賞

〈たてしな豚 2
とんとん

おやきロール〉

（                  ）
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平成２３年度「立科町がんばる地域応援事業交付金」の
２次募集のお知らせ

◆交付対象者は、区・部落、町内企業、各種団体・グループ単位です！
◆募集期限：平成 23年８月３１日（水）まで

これから、地域づくり活動等の事業を計画さてれいる対象者の皆さんは、ご活用ください。

交付金の対象となるのは次の事業です

平成23年度「立科町がんばる地域応援事業」の実施状況について

1 住民の安心・安全な生活の確保に資する事業
2 住民福祉、住民支え合い事業
3 地域の魅力を活かした観光振興や産業振興事業
4 地域住民が触れ合うコミュニティ絆交流事業
5 地域の定住促進事業
6 美しい地域づくり

（道路沿線の植栽や環境美化等）の事業
7 地域の担い手・人材を育成する事業
8 伝統・文化を継承する事業
9 その他町長が認める事業

事業の対象となる団体

交付金の対象となる団体は、区、部落自治会、町内
企業及び概ね町民１０名以上で構成され、町内で活動す
る団体です。

交付率及び限度額等
同一事業に対し、
・１年から３年までは対象経費の100分の75以内、

75,000円が上限。
・４年から６年までは対象経費の100分の50以内、

50,000円が上限。

※詳しい概要及び申請用紙は、町づくり推進課までお問い合わせください。

住民の自主的な地域づくり活動を応援するこの事業に多数の申請をいただき、
一次募集では次の事業が採択され、現在実施中です。

No. 実施団体名 事 業 名 回数 概　　要

1 信濃公害研究所 四季の花木の植栽 3 春・夏・秋に花の咲く木 を々植え、冬には環境に優しいソーラーのイルミネーシ
ョンを取り付け、行き交う人々 の心を和ませ、地域への社会貢献を構築する。

2 中山道芦田宿
町づくり協議会

中山道芦田宿通り
花いっぱい運動 1 中山道を歩く旅行者に、芦田宿の歴史的文化的史跡等を見ていただくと

ともに、通りに花を並べて和んでいただける街並みを計画する。

3 立科町合唱祭 立科町合唱祭 3 年代を越えて人と人の声が響き合うハーモニーの楽しさと、表現の豊か
さを互いに発表し合い、音楽文化を広め向上させる。

4 原峰花畑会 遊休農地に
菜の花を育てる 3 地域の遊休農地に春から秋にかけて四季折々の花を咲かせ、農地の荒廃

化を防ぐとともに、地域田園景観の恒常化を図る。

5 細谷そばの会 蕎麦打ちに
チャレンジ 3 種まきから蕎麦打ち教室まで、蕎麦作りを通して地域と仲間の交流の輪

を広め、生き甲斐を生み出し、楽しく明るい地域づくりを目指す。

6 西町桜の会 桜並木の保護育成 4 町道馬場池線の桜並木の保護育成と、並木の延長により、地域住民の憩
いの場作りを進める。

7 真蒲自治会 灯篭による
癒しの創生 2 灯籠を作成し、灯篭が醸し出す情緒・風情を新旧自治会員が共有し、活

力ある自治会の構築を目指すためイベントを実施する。

8 大城花の会 美しい地域づくり 3 大城区の高齢者の有志が中心となり、花の苗を育て、咲かせて、区の街路樹の
下（27ヶ所）や公園の周辺に植え、区の美しい環境、地域づくりに貢献する。

9 女神湖
商店街組合

女神湖通り
環境整備事業 1 女神湖通りの看板の補修や塗装などのを行い、観光客が安心して利用で

きる環境整備を図っていく。

10 大深山集落 安心安全な
「遊び場」整備 2 大深山の手作り公園「龍の子広場」にある、池周囲を安全な遊び場に変

え、水生昆虫やメダカ、フナ等に親しめる環境整備を行う。

11 くるみの里づくり くるみの里づくり 3 荒廃地対策として胡桃を植え、胡桃の木の間に「そば」を作り、胡桃と「そば」
による地域交流で地域の活性化を目指す。

12 桐原そばの会 桐原そばの会 2 桐原住民の親睦と畑の荒廃化を防止するため、そばを栽培し、そば打ち講習
会により世代を超えた交流を図る。

13 姥ヶ懐里の会 都市交流事業 1 地域にある山菜や山ツツジ等を活用し、都市部住民を対象に「体験型ふるさと
思い出ツアー」を行い、都市部住民との交流を通じ地域の活性化を図る。

（平成 23 年 6 月 1 日現在）
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胃検診のお知らせ保 健 ニ ュ ー ス
胃がんは、死亡率こそ減少していますが、新

たに胃がんになる人は年間で 10万人にものぼり
ます。異常の早期発見、健康管理のために年に
1回検診を受けましょう。

立科町では下表の日程で胃検診を行います。
すでに申込みをいただいている方には、問診票
等をお送りいたします。これから申込みをされ
る方は、早めに環境保健係までご連絡下さい。

※下記の方は集団検診を受診できません
妊婦、妊娠の可能性がある方、不妊治療中の方
検査時に自分で体を動かせない方
胃の手術をされた方
バリウムにアレルギーのある方
高度の便秘の方

※集団検診で毎年精密検査となる方は集団検診が
適当でない場合がありますので、かかりつけ医
等にご相談下さい。

日程 対象地区

8月22日 月 町・古町・姥ヶ懐・中尾・美上下・野方

8月23日 火 和子・赤沢・中原・日向・大城・蓼科・上房・山部

8月24日 水 真蒲・平林・滝神・牛鹿・柳沢・外倉・五輪久保・虎御前・
藤沢・蟹原  

8月25日 木 蟹窪・日中・大深山・立石・石川・塩沢・西塩沢

8月26日 金 桐原・細谷・茂田井

環境保健係

対象年齢 ３０歳以上
検査方法　胃レントゲン撮影
料　　金　1,000円
会　　場　保健センター
受　　付　午前 7時～午前 9時

立科町
防犯組合だより

防犯は
町ぐるみ

みんなの力で

地域の安全は
地域で守る

去
る
６
月
29
日
、町
防
犯
組
合
の
役
員
会

が
行
わ
れ
、今
年
度
の
役
員
体
制
が
決
ま
り

ま
し
た
。

町
防
犯
組
合
役
員
会
は
、町
長
を
組
合
長

と
し
、４
団
体（
消
防
団
・
区
長
会
・
部
落
長

会
・
防
犯
女
性
部
立
科
支
部
）の
代
表
者
に
よ

っ
て
組
織
さ
れ
、地
域
安
全
確
保
の
た
め
防

犯
活
動
の
推
進
を
協
議
す
る
な
ど
、各
団
体

間
の
連
絡
や
情
報
交
換
の
場
と
し
て
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

町
防
犯
組
合
で
は
、佐
久
防
犯
協
会
連
合

会
及
び
町
内
の
各
種
関
係
団
体
と
連
携
を
密

に
し
、夏
の
地
域
安
全
運
動
や
年
末
警
戒
、

防
犯
灯
の
維
持
管
理
、保
育
園
、小
学
校
で

の
啓
発
、ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
宅
の
訪
問

等
、年
間
を
通
じ
て
防
犯
活
動
を
展
開
す
る

予
定
で
す
。

な
お
、児
童
・
生
徒
の
登
下
校
中
の
安
全

を
見
守
る
ワ
ン
ワ
ン
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
も
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

町
防
犯
組
合
役
員
会
組
織
（
平
成
23
年
度
）

組
合
長
　
　
小
宮
山
和
幸
町
長

副
組
合
長
　
箕
輪
義
則
消
防
団
長

会
計
　
　
　
長
岡
義
明
区
長
会
長

監
事
　
　
　
竹
重
冨
江

防
犯
女
性
部
立
科
支
部
長

顧
問
　
　
　
中
嶋
　
豊

佐
久
警
察
署
長
外
警
察
署
員

（
生
活
安
全
課
長
・
駐
在
所
）

町
防
犯
組
合
の
役
員
会
を

開
催
し
ま
し
た

ー
役
員
会
組
織
改
選
ー

庶
務
係

夏
の
行
事
で
の
犯
罪
に
ご
用
心

佐
久
署
管
内
の
犯
罪
情
勢
は
、
平
穏
の
内

に
推
移
し
て
お
り
、
平
成
22
年
の
犯
罪
件
数

は
１
０
７
９
件
（
前
年
比
△
２
０
１
件
）
で

す
が
、
コ
ン
ビ
ニ
強
盗
な
ど
凶
悪
犯
罪
の
発

生
も
見
ら
れ
、
今
後
に
向
け
て
は
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
佐
久
署
で

は
、
今
後
も
パ
ト
カ
ー
に
よ
る
警
ら
活
動
の

強
化
な
ど
、
犯
罪
の
未
然
防
止
に
努
め
て
い

く
と
の
こ
と
で
す
。

特
に
８
月
は
、
津
金
寺
縁
日
、
立
科
え
ん

で
こ
、
白
樺
高
原
花
火
大
会
な
ど
、
各
地
で

夏
祭
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
れ
、
犯
罪
の

発
生
す
る
危
険
性
が
高
く
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
楽
し
い
行
事
で
気
が
緩
み
、
思

わ
ぬ
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
お
互
い
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。



「おしゃべり社会」と子どもの成長
立科町教育相談員 岩上起美男

教育相談時間等
◆月・水・金曜日
●立科小学校／午前9時〜午前11時30分

電話 56-3131 ㈺・有線2190 ㈺
●立科中学校／午後2時〜午後5時

電話 56-1076 ㈺・有線2251 ㈺
●立科町児童館／午前11時40分〜午後 1 時30分

電話 56-0303（直通）・有線8889（直通）
※予約をされる方は児童館または小・中学校の

教頭先生へご連絡をお願いします。

平
成
23
年
５
月
６
日
付
の
「
立
科
小
学
校
だ
よ

り．

№
２
」
に
、
次
の
よ
う
な
「
保
護
者
の
皆
様
へ

の
お
願
い
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
校
長
か
ら
お
話
し
ま
し
た
が
、
本
年
度
の
重
点
目

標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
『
聴
け
る
子
』
の
育
成

が
急
務
で
す
。
昨
今
、
人
間
関
係
が
う
ま
く
作
れ
な

い
子
ど
も
た
ち
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
そ
の
原
因
の

ひ
と
つ
に
『
聴
け
な
い
』
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
校
長
講
話
か
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
に
か
け
て
の
私

語
の
大
き
さ
と
多
さ
に
び
っ
く
り
し
た
皆
様
も
多
か

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
子
ど
も
た
ち
に
円

滑
な
人
間
関
係
を
築
く
力
を
持
た
せ
ら
れ
る
よ
う

に
、
ま
ず
私
た
ち
自
身
が
『
聴
け
る
』
大
人
に
な
っ

て
、
子
ど
も
た
ち
に
手
本
を
見
せ
ら
れ
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
」

こ
の
「
保
護
者
へ
の
お
願
い
」
が
、
立
科
小
学
校

の
保
護
者
の
方
に
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
、
こ

こ
三
ヶ
月
ほ
ど
の
間
に
ど
の
よ
う
に
改
善
さ
れ
た
の

か
、
強
い
関
心
と
期
待
を
抱
い
て
注
目
し
て
お
り
ま

し
た
。

そ
の
理
由
は
、
教
育
相
談
員
自
身
も
そ
の
場
で

「
私
語
の
大
き
さ
と
多
さ
」
に
び
っ
く
り
し
た
一
人

で
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
学
校
長
と
教
育
長

が
大
切
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
真
剣
に
伝
え
て
い
ら
っ
し

ゃ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
お
し
ゃ
べ
り
に
夢
中
に
な

っ
て
い
る
親
が
こ
ん
な
に
多
い
の
で
は
、
親
（
家

庭
）
と
教
師
（
学
校
）
が
子
育
て
の
「
車
軸

�
�
�
�

の
両

輪
」
に
は
な
り
得
な
い
と
感
じ
た
か
ら
で
す
。
そ
の

折
の
落
胆

�
�
�
�

は
、
６
月
２
日
、
「
内
閣
不
信
任
決
議
案

採
択
」
を
報
ず
る
テ
レ
ビ
の
国
会
中
継
、
さ
ら
に
、

そ
の
後
の
一
連
の
報
道
で
感
じ
た
や
り
切
れ
な
さ
や

嘆�
�

か
わ
し
さ
と
共
通
す
る
感
情
で
し
た
。
日
本
人
の

美
徳
で
あ
る
「
直
き
心
」
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
の

は
、
党
利
党
略
と
保
身
に
奔
走

�
�
�
�

す
る
国
会
議
員
だ
け

で
は
な
さ
そ
う
で
す
。

私
語
が
気
に
な
っ
た
の
は
確
か
で
す
が
、
大
多
数

の
親
御
さ
ん
は
、
校
長
講
話
に
お
い
て
も
教
育
長
講

話
に
お
い
て
も
、
背
筋
を
正
し
、
話
し
手
を
じ
っ
と

見
つ
め
て
、
う
な
ず
い
た
り
メ
モ
を
取
っ
た
り
し
な

が
ら
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
注
意
す
る
こ

と
は
は
ば
か
っ
て
も
、
の
べ
つ
幕
な
し
の
お
し
ゃ
べ

り
に
心
を
痛
め
て
い
た
親
御
さ
ん
も
大
勢
い
た
こ
と

と
存
じ
ま
す
。
ま
た
、
我
が
身
を
振
り
返
っ
て
、
自

問
自
答
し
な
が
ら
傾
聴

�
�
�
�
�し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
方
も

い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
姿
こ
そ
子
ど
も
の
手
本
と

な
る
親
の
後
ろ
姿
で
す
。

し
か
し
今
、
日
本
の
世
の
中
は
「
お
し
ゃ
べ
り
社

会
」
の
感
が
あ
り
ま
す
。
ま
こ
と
に
情
け
な
い
こ
と

で
す
が
、
黙
っ
て
聴
い
た
り
、
見
た
り
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
き
の
大
人
の
お
し
ゃ
べ
り
が
至
る
所
で

見
ら
れ
ま
す
。
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
の
開
・
閉
会

式
で
大
会
長
や
来
賓

�
�
�
�

が
挨
拶

�
�
�
�

を
し
て
い
る
と
き
に
、

声
高

�
�
�
�

に
お
し
ゃ
べ
り
し
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
コ
ン

サ
ー
ト
で
も
ひ
そ
ひ
そ
と
お
し
ゃ
べ
り
し
て
い
る
人

が
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
光
景
は
、
小
・
中
学
校
の

音
楽
会
や
文
化
祭
、
授
業
参
観
、
入
学
式
、
卒
業

式
、
講
演
会
な
ど
で
も
見
か
け
ま
す
。
或�

る
小
学
校

の
校
長
先
生
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
校
長
講
話
で
お
し
ゃ
べ
り

の
止
ま
な
い
数
人
の
親
に
注
意
を
し
た
と
こ
ろ
、
そ

の
親
の
一
人
が
市
の
教
育
委
員
会
に
「
全
体
の
場
で

注
意
さ
れ
、
恥
ず
か
し
い
思
い
を
し
た
。
侮
辱

�
�
�
�

だ
。

校
長
の
無
礼
を
指
導
し
ろ
。
」
と
抗
議
し
た
そ
う
で

す
。
無
礼
な
の
は
ど
ち
ら
で
し
ょ
う
か
。
嘆
か
わ
し

い
こ
と
で
す
が
、
事
程
左
様

�
�
�
�
�
�
�

に
私
語
が
は
び
こ
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
原
因
は
約
15
分
間
隔
の
テ
レ
ビ
・
コ
マ
ー
シ

ャ
ル
で
、
じ
っ
と
見
た
り
、
聴
い
た
り
す
る
時
間
の

限
界
が
15
分
程
度
に
習
慣
化
さ
れ
て
い
る
人
が
多
い

か
ら
だ
、
と
指
摘
す
る
方
が
い
ま
す
。
私
語
は
テ
レ

ビ
の
影
響
な
の
か
、
集
中
し
て
見
聞
き
す
る
限
界
が

15
分
間
な
の
で
、
Ｃ
Ｍ
が
そ
の
間
隔
に
な
っ
た
の

か
、
そ
れ
と
も
、
も
っ
と
根
源
的
な
日
本
人
の
変
質

の
問
題
な
の
か
は
判
然
と
し
ま
せ
ん
が
、
い
つ
の
間

に
か
、
無
自
覚
で
、
無
神
経
な
お
し
ゃ
べ
り
が
世
の

中
に
蔓
延

�
�
�
�

し
て
い
ま
す
。

我
が
子
に
対
し
て
言
っ
て
い
る
こ
と
（
言
葉
）

と
、
自
分
の
や
っ
て
い
る
こ
と
（
行
動
・
態
度
）
が

違
う
、
と
い
う
親
の
「
言
行

�
�
�
�

不
一
致
」
は
、
常
に

慈
父

�

�

や
孟
母

�
�
�

に
あ
ら
ざ
る
身
に
と
っ
て
は
致
し
方
な

い
面
も
あ
り
ま
す
。
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、
子
ど
も

に
完
璧

�
�
�
�

な
手
本
を
示
せ
る
ほ
ど
多
く
の
大
人
は
全
能

で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
い
つ
も
裃

�
�
�
�を

着
け
て
い
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
事
情

�
�
�
�

や
慌
た
だ
し
さ
を
大
人
は
抱

え
て
い
る
か
ら
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
聴
く
こ
と
は
教
育
活
動
の
原
点

で
す
。
児
童
・
生
徒
の
学
習
活
動
及
び
人
間
関
係
づ

く
り
の
中
核
は
聴
く
行
為
で
あ
り
、
い
か
に
し
て
子

ど
も
に
「
聴
く
力
」
を
育
む
か
、
は
最
も
基
本
的

で
、
重
要
な
教
育
課
題
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
聴
く

こ
と
に
関
し
て
は
、
親
に
は
、
聴
く
べ
き
と
き
に
は

本
気
で
傾
聴

�
�
�
�
�す

る
「
言
行
一
致
」
の
姿
勢
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
何
と
し
て
も
子
ど
も
の
手
本
に
な
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
聴
く
こ
と
に
関
す
る
親
の

「
言
行
不
一
致
」
は
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
に

と
っ
て
「
百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
」
で
す
。

一
事
が
万
事
、
と
申
し
ま
す
。
聴
く
べ
き
と
き

に
、
お
し
ゃ
べ
り
に
う
つ
つ
を
抜
か
し
て
い
る
親

は
、
と
も
す
る
と
我
が
身
を
振
り
返
る
姿
勢
に
欠

け
、
親
と
し
て
の
自
分
の
役
割
を
果
た
さ
な
い
ど
こ

ろ
か
、
我
が
子
の
「
成
長
上
の
問
題
」
の
原
因
や
責

任
を
こ
と
ご
と
く
他
者
に
転
嫁

�
�
�

す
る
傾
向

�
�
�
�

が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
姿
勢
の
親
が

多
く
な
れ
ば
、
「
車
軸
の
両
輪
」
は
絵
に
描
い
た
餅�

�

に
成
り
下
が
り
、
家
庭
と
学
校
の
信
頼
に
基
づ
い
た

連
携
な
ど
望
む
べ
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。

多
く
の
若
い
親
御
さ
ん
が
、
決
し
て
完
璧
で
は
な

い
「
親
と
し
て
の
自
分
」
に
き
ち
ん
と
向
き
合
い
、

日
々
、
「
言
行
一
致
」
を
心
が
け
、
聴
く
べ
き
と
き

に
は
真
剣
に
聴
け
る
親
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
切
に
願

っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
、
我
が
子
へ
の
何
よ
り
の
薫
陶

�
�
�
�

で
す
。

広報たてしな／23 年 8 月◆ 8
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こども未来館情報 8月・9月行事予定

ちびっこ広場 文化伝承教室
★対象及び時間　小学生　午後３時 30 分～
【囲   碁】

【将   棋】

【昔遊び】

学習教室･スポーツ教室
★対象及び場所 小学生　立科小学校
★時間　午後３時～５時
★日程　8 月 24 日（水）･31 日（水）

9 月 7 日（水）･14 日（水）・21 日（水）
28 日（水）

★内容　学習アドバイザーの先生に、予習・復習等を
教えていただくことができます。
学習終了後、３時３０分より体育館で
スポーツ教室に参加できます。

アートチャレンジ教室（要予約）

ビーズ教室（要予約）
★対象及び時間 小学生　午前 10 時～
★日程及び内容 9 月 10 日（土） 未定

レクリエーション教室

わくわく教室

救急救護講習会

★対象及び時間　小学生　午後３時３０分～
★日程及び内容

★日程　8 月 18 日（木）午後 2 時～
9 月 1 日（木）・15 日（木）

★日程　8 月 25 日（木）
9 月 8 日（木）・22 日（木）

★日程　8 月 26 日（金）
9 月 30 日（金）

8 月 18 日（木）みんなで遊ぼう
19 日（金）ちびっこ広場
22 日（月）たまごクラブ
25 日（木）親子運動遊び
30 日（火）ちびっこ広場

9 月　1 日（木）親子リズム
5 日（月）子育て講話
7 日（水）ちびっこ広場
8 日（木）おはなし広場

14 日（水）ちびっこ広場
15 日（木）みんなで遊ぼう
20 日（火）たまごクラブ
22 日（木）親子運動遊び
27 日（火）ちびっこ広場
29 日（木）親子リズム

★対象及び時間 小学生　午後 1 時 30 分～
★日程及び内容

★対象及び時間　小学生　午後３時 30 分～
★日程及び内容

こども未来館／電話 56-0248 有線8888

★対           象　就園前のお子さんと保護者
★時           間　午前１０時３０分～
★日程及び内容

※都合により内容等が変更となる場合がありますので、
ご承知ください。

皆さんのご来館を
お待ちしています♪

ちびっこ広場

8 月 22 日（月）しゃぼん玉で遊ぼう
29 日（月）新聞紙ロケットを作って遊ぼう

9 月 5 日（月）粘土で遊ぼう
12 日（月）折り紙で７枚ごまを作ろう
26 日（月）花瓶を作ろう

8 月 9 日（火）水鉄砲を作ろう（午後２時～）
23 日（火）ニジマスつかみどり

9 月13 日（火）どじょうすくい
27 日（火）どじょうすくい

児童館事業の様子
放課後子ども教室

人形劇 竹筒で紙鉄砲づくり

8 月 3 日（水）ガラスの小物入れを作ろう
4 日（木）　　　　　〃
8 日（月）ロープワークに挑戦しよう

10 日（水）ピタゴラスイッチを作ろう
11 日（木）　　　　　〃

七夕制作

エコ教室
★対象及び時間 小学生

午後１時 30 分～
★日程及び内容 8 月 17 日（水）

ソーラークッカー
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日　時　8 月 31 日(水) 午前 10 時 30 分〜
場　所　中央公民館　視聴覚室
対　象　0 歳児〜
テーマ　「ありとすいか」

乳幼児のためのおはなし会
〜「ちゅうりっぷの会」による〜

お知らせ

中央公民館図書室／有線 4000

新着図書

「ヒロシマ・ナガサキ」
大江健三郎・井上 ひさし・美輪 明宏、他（著）

単なる「過去」ではない。遠い国の「ニュース」でもない。
戦争は「文学」となって、新しい世代の中で生き続ける！

浅田 次郎（小説家）、成田 龍一（日本女子大学教授）らが、４
年の歳月を費やして編纂し、解説するシリーズ初刊２巻。

「真夏の方程式」
東野 圭吾（著） 文藝春秋（発）

夏休みを伯母一家が経営する旅館で過ごすことになった少年・恭
平。仕事で訪れた湯川も、その宿に滞在する。翌朝、もう一人の宿泊客
で元刑事の男が、変死体で見つかり…ガリレオシリーズ長編。

きっとね、平和ってこんなこと。戦争をしないこと、爆弾なんか
落とさないこと、家や町を破壊しないこと…日本・中国・韓国の絵
本作家が手をつなぎ、子どもたちにおくる平和絵本。

「アジア太平洋戦争」
野間 宏・高村 光太郎・太宰 治、他（著）

コレクション戦争×文学 集英社（発）

「へいわってどんなこと？」
日・中・韓平和絵本
浜田 桂子（作） 童心社（発）

◆環境問題を考える自由研究ガイド
エコ実験研究会（編）東京書籍（発）

◆天気の自由研究
武田 康男（著）永岡書店（発）

◆科学じかけの貯金箱
立花愛子・佐々木伸（著）
いかだ社（発）

�夏休みの自由研究の参考に！夏休みの自由研究の参考に！�夏休みの自由研究の参考に！

「
笠
取
峠
の
マ
ツ
並
木
」に

関
係
の
あ
る
資
料（
写
真
や
古
文
書
等
）を

探
し
て
い
ま
す

子
ど
も
た
ち
が
、
夏
休
み
中
に
製
作
し
た
工

作
、
そ
れ
ぞ
れ
に
興
味
を
持
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
調
べ
た
自
由
研
究
等
に
つ
い
て
、
町
民
の
皆

様
に
も
ご
覧
い
た
だ
く
機
会
と
し
て
、
学
校
の

ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
ふ
る
さ
と
交
流
館

で
の
作
品
展
を
計
画
い
た
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
力
作
、
秀
作
を
で
き
る
だ
け

た
く
さ
ん
展
示
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ご
家
族
、
ご
友
人
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時
　
９
月
３
日
（
土
）
～
４
日
（
日
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

午
後
４
時
30
分
ま
で

開
催
場
所
　
ふ
る
さ
と
交
流
館
「
芦
田
宿
」

作
品
対
象
　
立
科
小
学
校
１
年
生
～
６
年
生

（
各
ク
ラ
ス
か
ら
代
表
作
品
を
展
示
）

【
ふ
る
さ
と
交
流
館
イ
ベ
ン
ト
】

小
学
生
夏
休
み
作
品
展

社会教育係

江
戸
時
代
、
徳
川
幕
府
が
街
道
に
並
木
の

造
成
を
命
じ
た
頃
（
１
６
０
４
年：

慶
長
９

年
）
に
植
え
ら
れ
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る

笠
取
峠
の
マ
ツ
並
木
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

ご
尽
力
に
よ
り
、
守
り
続
け
ら
れ
て
き
ま
し

た
。こ

の
大
切
な
笠
取
峠
の
マ
ツ
並
木
を
後
世

に
伝
承
し
て
い
く
た
め
に
、
現
在
、
保
存
管

理
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
計
画
づ
く
り
に
あ
た
っ
て
、
笠

取
峠
の
マ
ツ
並
木
に
関
わ
る
昔
の
写
真
や
古

文
書
な
ど
を
探
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
持
ち

の
方
は
、
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

町
を
代
表
す
る
歴
史
遺
産
で
も
あ
り
ま
す

笠
取
峠
の
マ
ツ
並
木
の
保
存
管
理
計
画
策
定

に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。詳

し
く
は
教
育
委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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立
科
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
行
事
の
資
源
回
収
に
つ

い
て
町
民
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

皆
様
に
毎
年
多
大
な
御
協
力
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
資
源
回
収
を
、
本
年
度
も
次
の
よ
う
に

実
施
し
た
し
ま
す
。
何
卒
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
　
時

９
月
３
日
（
土
）
午
前
７
時
15
分
か
ら

回
収
方
法

各
ご
家
庭
の
前
に
朝
６
時
30
分
ま
で
に
お
出

し
く
だ
さ
い
。
地
区
の
生
徒
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
収
集

に
う
か
が
い
ま
す
。

※
た
だ
し
、
蓼
科
牧
場
・
中
尾
・
美
上
下
・
虎

御
前
・
蟹
窪
地
区
は
公
民
館
前
に
お
願
い
し

ま
す
。

回
収
物
の
種
類

ア
ル
ミ
缶
、
ビ
ー
ル
瓶
、
ビ
ー
ル
ケ
ー
ス
、

古
新
聞
紙
、
新
聞
広
告
、
雑
誌
・
雑
紙
、
段
ボ

ー
ル
（
ア
ル
ミ
廃
材
、
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
、
ア
ル

ミ
ホ
イ
ー
ル
、
銅
製
品
、
鉄
の
廃
材
も
回
収
可

能
で
す
）

資
源
を
出
し
て
い
た
だ
く
と
き
の
お
願
い

○
ア
ル
ミ
缶

ス
チ
ー
ル
缶
は
回
収
し
ま
せ
ん
。
混
ぜ
て
出

さ
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
缶
は
つ
ぶ
さ

な
い
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
す
で
に
つ
ぶ
し

て
あ
る
缶
も
回
収
し
ま
す
）

○
ビ
ー
ル
瓶

中
身
は
空
に
し
て
王
冠
は
取
っ
て
く
だ
さ

い
。
瓶
が
欠
け
て
い
る
も
の
は
集
め
ら
れ
ま
せ

ん
。
　

大
瓶
、
中
瓶
（
地
ビ
ー
ル
瓶
・
小
瓶
は
集
め

ま
せ
ん
）
の
み
の
回
収
で
す

○
ビ
ー
ル
ケ
ー
ス

ケ
ー
ス
の
み
で
も
結
構
で
す
。

瓶
が
ケ
ー
ス
に
い
っ
ぱ
い
に
な
ら
な
く
て
も
結

構
で
す
。

○
古
新
聞
紙
・
新
聞
広
告

ま
と
め
る
大
き
さ
は
４
つ
折
で
も
８
つ
折
で

も
構
い
ま
せ
ん
。
新
聞
広
告
は
新
聞
に
挟
ま
れ

て
く
る
広
告
の
み
で
お
願
い
し
ま
す
。
薄
い
雑

誌
や
ホ
チ
キ
ス
で
留
め
て
あ
る
も
の
は
入
れ
な

い
で
く
だ
さ
い
。
雨
に
あ
た
る
場
合
が
あ
る
の

で
必
ず
当
日
の
朝
、
出
し
て
く
だ
さ
い
。
束
ね

る
場
合
は
紙
紐
で
束
ね
て
く
だ
さ
い
。

○
雑
誌
・
雑
紙
・
段
ボ
ー
ル

雑
誌
と
雑
紙
は
一
緒
で
構
い
ま
せ
ん
。
紙
紐

で
束
ね
て
く
だ
さ
い
。
個
人
情
報
が
記
入
さ
れ

て
い
る
も
の
（
領
収
書
な
ど
）
は
出
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

段
ボ
ー
ル
は
段
ボ
ー
ル
の
み
で
ま
と
め
て
く

だ
さ
い
。

☆
雨
天
順
延
の
際
は
有
線
で
連
絡
し
ま
す
。

順
延
の
場
合
は
９
月
10
日
（
土
）
実
施
で
す
。

立
科
中
学
校
P
T
A

立
科
中
学
校
P
T
A
よ
り

資
源
回
収
の
お
願
い

美しいふるさと　いきいきふれあい文化圏　佐久広域連合の職員として、働いてみませんか。
佐久広域連合では、老人ホーム・救護施設・消防本部等で勤務する職員を募集します。

◆試験の日時及び場所（第１次試験）
日時　10月16日（日）　午前9時～午後3時ころ
場所　佐久広域連合　会議室（佐久市取出町183番地）
なお、第2次試験については、第1次試験合格通知書

により通知します

◆受験手続き及び受付期間
試験申込書の交付
ア　試験申込書は、7月29日（金）から佐久広域連合
事務局又は佐久広域連合消防本部及び最寄りの消防
署で交付します。

イ　郵便による試験申込書請求の場合は、宛先を明記
した返信用封筒（角2形、120円分の切手を貼付）
を同封してください。

◆受付期間
8月16日（火）から9月5日（月）まで
午前8時30分から午後5時15分まで
なお、郵送の場合は、9月5日（月）までの消印があ

るものに限り受け付けます。
詳細につきましては、下記までお問い合わせ願います。

◆お問い合わせ先
◎看護職員、管理栄養士、社会福祉士、介護福祉士、
一般事務職員については
佐久広域連合事務局庶務課庶務係
住所　佐久市取出町183番地（佐久広域連合）
電話　0267－62－7721

◎消防職員については
佐久広域連合消防本部総務課庶務係
住所　佐久市中込3047番地1（佐久消防署内）
電話　0267－62－7723

試験区分 職種 採用予定人員 勤務予定機関
中級 看護職員 若干名

・佐久広域連合事務局
・佐久広域老人ホーム

（勝間園・美ノ輪荘・豊昇園・塩名田苑）
・佐久広域救護施設（清和寮）

〃 管理栄養士 〃
〃 社会福祉士 〃
〃 介護福祉士 〃

初級 一般事務職員 〃
中級 消防職員 〃 ・佐久広域連合消防本部及び各消防署初級 〃 10名程度

広域連合職員を募集します！！平成24年度採用
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町
か
ら
の
お
知
ら
せ

▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶

町
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
社
会
に
貢
献
さ
れ

た
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
を
敬
愛
し
、
長
寿
を
お

祝
い
す
る
た
め
、
敬
老
の
日
の
行
事
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
大
勢
の
み
な
さ
ん
ご

出
席
く
だ
さ
い
。

日
時
　
９
月
11
日
（
日
）

式
典
　
午
前
10
時
～

演
芸
会
　
午
前
11
時
～

場
所
　
立
科
町
体
育
セ
ン
タ
ー

＊
な
お
、
今
年
も
送
迎
バ
ス
が
各
地
区
を
回

り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
バ
ス
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

運
行
時
間
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
地
区
の

老
人
ク
ラ
ブ
支
部
長
さ
ん
等
を
通
じ
て
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

福
祉
係

敬
老
の
日

式
典
開
催
の
お
知
ら
せ

こ
の
研
修
は
、
家
族
介
護
の
た
め
の
知
識
や

技
術
を
習
得
し
た
い
方
。
あ
る
い
は
、
将
来
介

護
の
仕
事
に
携
わ
り
た
い
方
の
た
め
に
、
訪
問

介
護
員
２
級
の
資
格
取
得
を
目
指
し
ま
す
。

受
講
内
容

研
修
期
間
　
９
月
３
日
か
ら
平
成
24
年
２
月

11
日
ま
で
の
予
定

研
修
内
容
　
講
義
58
時
間
・
演
習
42
時
間
・

実
習
30
時
間
の
計
１
３
０
時
間
で
、
土
曜

日
と
日
曜
日
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
実
習
は
、
別
途
日
程
を
定
め
実
施
し
ま
す

が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
平
日
開
催
も
あ
り

え
ま
す
）

研
修
費
用
　
一
人
４
万
円（
教
材
費
を
含
む
）

募
集
人
員
　
15
名

（
レ
ポ
ー
ト
審
査
に
よ
り
選
考
し
ま
す
）

受
講
申
込
手
続
等

受
講
資
格
　
満
18
歳
以
上
の
方

（
平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
）

申
込
期
間
　
８
月
３
日
（
水
）
か
ら

８
月
22
日
（
月
）
ま
で

（
郵
送
の
場
合
は
、
８
月
22
日
消
印
有
効
）

資
料
請
求
・
お
問
い
合
わ
せ
先

ハ
ー
ト
フ
ル
ケ
ア
た
て
し
な

電
話
（
56
）
１
９
５
５

有
線
　
４
５
０
１

立
科
町
訪
問
介
護
員
２
級

養
成
研
修
事
業
のご
案
内

～
訪
問
介
護
員
２
級
の
資
格
を

取
得
し
て
み
ま
せ
ん
か
～

ハ
ー
ト
フ
ル
ケ
ア
た
て
し
な

下
水
道
に
つ
い
て
の

お
願
い

当
町
で
は
、
家
庭
や
工
場
等
か
ら
出
る
雑
排

水
等
を
そ
の
ま
ま
川
に
流
す
と
、
水
質
の
悪
化

や
悪
臭
の
発
生
の
原
因
と
な
る
こ
と
か
ら
、
自

然
環
境
の
保
護
と
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
の

た
め
下
水
道
を
整
備
し
ま
し
た
。

下
水
道
へ
の
接
続
を
！

地
域
の
環
境
保
全
の
た
め
、
さ
ら
に
は
き
れ

い
な
水
を
将
来
に
わ
た
り
守
る
た
め
、
公
共
マ

ス
を
設
置
さ
れ
て
い
る
皆
様
に
は
早
期
に
下
水

道
へ
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

施
設
の
保
全
の
た
め
に

最
近
、
下
水
道
施
設
に
異
物
等
が
流
さ
れ
、

下
水
道
施
設
の
機
器
類
に
故
障
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
は
、
下
水
道
管
路
で
の
詰
ま
り
の
原
因

と
な
り
、
下
水
道
マ
ン
ホ
ー
ル
及
び
宅
内
マ
ス

等
で
溢
れ
る
原
因
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
下
水

道
施
設
の
水
処
理
に
お
い
て
悪
影
響
が
あ
り
、

放
流
水
質
に
影
響
が
あ
り
ま
す
。

流
し
て
は
い
け
な
い
も
の

・
水
に
溶
け
な
い
も
の
（
衣
類
、
紙
お
む
つ
、

生
理
用
品
、
ビ
ニ
ー
ル
、
木
片
、
タ
バ
コ
の
吸

殻
）

・
天
ぷ
ら
油
や
サ
ラ
ダ
油
な
ど
の
廃
液

・
生
ゴ
ミ

・
農
薬
、
殺
虫
剤
、
薬
な
ど
の
薬
品

・
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
等
の
燃
料
や
シ
ン
ナ
ー
な

ど
の
揮
発
性
の
高
い
危
険
物

上
下
水
道
係

新
盆
見
舞
金
の
廃
止
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

公
民
館
生
活
改
善
推
進
本
部
で
は
、
佐
久
地

域
生
活
改
善
申
し
合
せ
事
項
に
基
づ
き
、
新
盆

の
見
舞
金
廃
止
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
ご
協

力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

○
新
盆
の
見
舞
金
は
包
ま
な
い

○
お
見
舞
い
に
来
ら
れ
た
方
に
は
記
帳
し
て
い

た
だ
き
謝
意
を
表
す
。
お
返
し
や
接
待
な
ど

は
行
わ
な
い
（
た
だ
し
、
近
親
者
は
別
）

※
「
新
盆
の
見
舞
金
は
ご
辞
退
し
ま
す
」
の
貼

り
紙
は
中
央
公
民
館
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す

の
で
、
必
要
な
方
は
、
お
手
数
で
も
中
央
公

民
館
へ
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

～
新
盆・法
事
は
簡
素
に
行
い
ま
し
ょ
う
～

社
会
教
育
係
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な
が
の
子
育
て
家
庭

優
待
パ
ス
ポ
ー
ト

事
業
の
利
用
について

昨
年
10
月
よ
り
開
始
い
た
し
ま
し
た
「
な
が

の
子
育
て
家
庭
優
待
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
」
に
よ

り
、
子
育
て
家
庭
が
買
い
物
な
ど
の
際
に
パ
ス

ポ
ー
ト
カ
ー
ド
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
協
賛
店

舗
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
各
種
子
育
て
支
援
が
受

け
ら
れ
る
割
引
サ
ー
ビ
ス
等
を
始
め
て
お
り
ま

す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。
初
め
て
の
お
子
さ
ん

を
出
生
さ
れ
た
家
庭
及
び
転
入
で
立
科
町
に
来

ら
れ
た
方
等
で
パ
ス
ポ
ー
ト
カ
ー
ド
が
無
い
ご

家
庭
は
福
祉
係
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
　
　
　
　
　
　

又
、
協
賛
店
舗
も
引
き
続
き
募
集
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
子
育
て
家
庭
の
応
援
の
為
、
ご
理

解
い
た
だ
き
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
な
が
の
子
育
て
家
庭
優
待
パ
ス
ポ
ー
ト
カ
ー

ド
対
象
は
18
歳
未
満
の
子
ど
も
（
18
歳
に
到
達

す
る
年
度
の
３
月
末
ま
で
）が
い
る
世
帯
で
す
。

【
立
科
町
の
協
賛
店
舗
】

ペ
ン
シ
ョ
ン
暖
・
（
株
）
エ
ー
ス
・
東
信
日

軽
・
蓼
科
ビ
ー
ナ
ス
農
場
・
た
て
し
な
ッ
プ

ル
・
と
き
ん
亭
・
白
樺
高
原
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ

ル
・
ロ
ー
ソ
ン
立
科
山
部
店

県
内
市
町
村
の
協
賛
店
舗
で
使
用
出
来
ま
す
。

左
記
の
協
賛
店
舗
検
索
サ
イ
ト
を
ご
覧
下
さ
い
。

http://pass.nagano-kosodate.net/

福
祉
係

大きく育て
子ども王国

まだよちよち歩きだけど歩
くのがとても大好き ♡恥ず
かしがりやさんだけど、元気
でたくましい男の子です。

真瀬垣
ませがき

惺那
せな

ちゃん
（男）塩沢※真瀬垣惺那ちゃんは

平成 22 年 5 月生・6 月生
（10、11 ヶ月児健診時に撮影）

音楽が大好き♪でも、ちょっぴ
り淋しがりやで甘えん坊。健
太の笑顔は宝物です♡ 元気
に遊んで大きくな～れ！

中島
なかじま

健太
けんた

ちゃん
（男）茂田井

新生児の頃が嘘のように、今
では誰にでもニコニコ♡
最近は目を離すと、すぐベラ
ンダに逃亡して、大変です。

桜井
さくらい

結月
ゆづき

ちゃん
（女）細谷

これからたくさんの出逢い
があるよ。
その出逢いを大切に身も心
も元気に成長しような！

中村
なかむら

柚葵
ゆずき

ちゃん
（男）蓼科

男らしい！？なっちゃんにみ
んなメロメロ♪でも笑顔は
かわいい女の子♡ すくすく
元気いっぱい育ってネ！

佐藤
さとう

那智
なち

ちゃん
（女）外倉

いつも優しい笑顔を見せて
くれる晏理。
お姉ちゃん、お兄ちゃんと仲
良く元気に育ってね ♡

関
せき

晏理
あんり

ちゃん
（男）藤沢

マイペースな新太。
いつもみんなを癒してくれて
ありがとう。お姉ちゃんと
仲良くしてネ。

市川
いちかわ

新太
あらた

ちゃん
（男）藤沢

誰にでもニコニコ笑顔。や
んちゃで毎朝お兄ちゃんを起
こしてくれます。お兄ちゃん
と仲良く健やかに育ってね。

笹井
ささい

星和
せな

ちゃん
（男）中原

最近は、動くおもちゃやしか
け絵本がお気に入り！毎日楽
しく遊んでいる、琥南の成長
を楽しみにしているよ ♡

尾美
おみ

琥南
こなん

ちゃん
（男）外倉

環境保健係

イタズラ大好き♡ 甘えん坊
な優くん！！これからも笑顔
を絶やさず元気いっぱいで
優しい子に育ってね ♡

中村
なかむら

優誠
ゆうせい

ちゃん
（男）桐原

天祢は太陽という意味なん
だよ。おひさまのように、い
つもみんなをあたたかく包
み込める人になってね。

山越
やまこし

天祢
あまね

ちゃん
（男）町

平成 22 年 7 月生・8 月生
（10、11 ヶ月児健診時に撮影）
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お
知
ら
せ

難
病
患
者
さ
ん
・
ご
家
族
の
皆
さ
ん
の
療
養

上
の
心
配
、
病
気
の
こ
と
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

こ
と
等
の
相
談
に
医
師
を
は
じ
め
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
家
が
応
じ
ま
す
。

特
定
疾
患
の
受
給
者
証
を
受
け
て
い
な
い
方

も
相
談
で
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

開
催
日
　
９
月
11
日
（
日
）

会
　
場
　
佐
久
合
同
庁
舎
　
講
堂

（
佐
久
市
跡
部
65
︱
１
）

申
　
込
　
佐
久
保
健
福
祉
事
務
所
へ
、
８
月
31

日
（
水
）
ま
で
に
電
話
に
よ
り
申
込

相
談
体
制

○
医
療
相
談

神
経
内
科
　
田
畑
賢
一
先
生

（
た
ば
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

内
科
・
膠
原
病
　
松
田
正
之
先
生

（
信
州
大
学
医
学
部
附
属
病
院
）

筋
・
骨
格
・
皮
膚
　
隅
田
潤
先
生

（
す
み
だ
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

○
お
薬
相
談
　
薬
剤
師

○
リ
ハ
ビ
リ
相
談
　
理
学
療
法
士

難
病
医
療
生
活
相
談
会

の
お
知
ら
せ

○
療
養
・
生
活
相
談

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

○
職
業
・
就
職
相
談

公
共
職
業
安
定
所
、

障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
佐
久

○
栄
養
相
談
　
管
理
栄
養
士

○
当
事
者
・
家
族
相
談
等

長
野
県
難
病
患
者
連
絡
協
議
会
、

長
野
県
難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

お
問
い
合
わ
せ
先

佐
久
保
健
福
祉
事
務
所
健
康
づ
く
り
支
援
課

電
話
　
０
２
６
７
（
63
）
３
１
６
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
２
６
７
（
63
）
３
２
２
１

洗
濯
・
脱
水
槽
が
完
全
に
止
ま
る
前
に
洗
濯

物
を
取
り
出
そ
う
と
し
て
、
衣
類
が
指
に
か
ら

ま
り
大
け
が
（
時
に
は
指
を
切
断
）
を
す
る
事

故
が
発
生
し
て
い
ま
す
！

洗
濯
・
脱
水
槽
が
確
実
に
停
止
し
て
か
ら
洗
濯

物
を
取
り
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ゆ
っ
く
り
し
た
回
転
で
も
危
険
で
す
。

洗
濯
機
を
ご
愛
用
の
皆
様へ

指
を
大
け
が
す
る
事
故
に

気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
！

《
こ
ん
な
時
は
故
障
の
お
そ
れ
が
あ
り
危
険
で

す
》

・
脱
水
途
中
に
フ
タ
を
開
け
て
も
15
秒
以
内
に

洗
濯
・
脱
水
槽
が
止
ま
ら
な
い
時

・
フ
タ
ロ
ッ
ク
が
解
除
し
て
も
（
脱
水
終
了
音

が
鳴
っ
て
も
）、
洗
濯
・
脱
水
槽
が
止
ま
ら

な
い
時

速
や
か
に
ご
購
入
の
販
売
店
も
し
く
は
、
左

記
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
機
種
に
よ
っ
て
は
修
理
が
で
き
な

い
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま

す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
の
際
に
提
示
さ
れ
た
個
人
情

報
は
、
当
目
的
以
外
に
は
使
用
い
た
し
ま
せ

ん
。

※
一
般
社
団
法
人
　
日
本
電
気
工
業
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.jem
a-net.or.jp/

◇お問い合わせ先
LG Electronics Japan株式会社 0120-813-023
三洋電機株式会社 0276-61-9826
シャープ株式会社 0120-078-178
東芝ホームアプライアンス株式会社 0120-584-488
パナソニック株式会社 0120-871-353
日立アプライアンス株式会社 0120-3121-11
三菱電機株式会社 0120-139-365
受付時間　9:00～17:00（土日・祝日は除く）

（一般社団法人日本電機工業会　会員会社）

国
民
健
康
保
険

高
齢
受
給
者
証
の

更
新
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
70
歳
か
ら
74
歳
の

方
に
交
付
さ
れ
て
い
る
「
国
民
健
康
保
険
高
齢

受
給
者
証
」（
緑
色
）
が
８
月
１
日
よ
り
更
新

さ
れ
ま
し
た
。

８
月
以
降
、
医
療
機
関
等
で
診
療
を
受
け
る

際
に
は
、
必
ず
今
回
郵
送
し
ま
し
た
新
し
い
高

齢
受
給
者
証
と
保
険
証
を
一
緒
に
窓
口
で
提
示

し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
医
療
費
自
己
負
担
金
の
割
合
は
、
前

年
所
得
の
状
況
に
よ
り
ま
す
の
で
記
載
内
容
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
有
効
期
限
を
過
ぎ
た
も

の
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
お
間
違
え
の
な

い
よ
う
ご
家
庭
で
処
分
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
だ
お
手
元
に
届
い
て
い
な
い
、
記
載
内
容

に
つ
い
て
確
認
し
た
い
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
町

民
課
環
境
保
健
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。な

お
、
現
在
お
持
ち
の
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
（
白
色
）
も
有
効
期
限
切

れ
と
な
り
ま
す
の
で
、
更
新
す
る
場
合
は
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。環

境
保
健
係
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「
よ
み
が
え
れ
諏
訪
湖
」
を
合
言
葉
に
、
民

（
住
民
・
企
業
等
）、学（
大
学
等
の
研
究
機
関
）、

官
（
市
町
村
、
長
野
県
等
）
が
一
体
と
な
り
、

１
日
も
早
く
泳
げ
る
諏
訪
湖
、
き
れ
い
な
諏
訪

湖
、
愛
さ
れ
る
諏
訪
湖
を
取
り
戻
す
た
め
に

（
諏
訪
湖
浄
化
、
及
び
こ
れ
を
取
り
巻
く
環
境
）

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
広
く
住
民
へ
の
理
解
と

啓
発
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
今
年
も
開
催

さ
れ
ま
す
。

立
科
町
で
も
白
樺
湖
下
水
道
が
平
成
27
年
に

諏
訪
湖
流
域
下
水
道
へ
接
続
さ
れ
供
用
開
始
の

予
定
で
あ
り
、
今
年
で
４
回
目
の
ふ
れ
あ
い
ま

つ
り
へ
の
参
加
と
な
り
ま
す
。

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

の
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
多
く
の
町
民
の

皆
さ
ん
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

日
時
　
９
月
11
日
（
日
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

場
所
　
ク
リ
ー
ン
レ
イ
ク
諏
訪

(

諏
訪
湖
流
域
下
水
道
豊
田
終
末
処
理
場
）

内
容

①
第
32
回
ク
リ
ー
ン
レ
イ
ク
諏
訪
湖
ふ
れ
あ
い

ま
つ
り

下
水
道
施
設
見
学
と
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
お

楽
し
み
広
場
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
移
動

販
売
車
等
の
出
店
販
売
、
環
境
に
ち
な
ん
だ

川
柳
、
諏
訪
湖
の
絵
の
表
彰
、
農
産
物
の
直

売
な
ど

②
第
11
回
諏
訪
湖
に
よ
り
そ
う
環
境
展

企
業
・
市
民
団
体
、
学
生
に
よ
る
環
境
に
対

す
る
取
り
組
み
な
ど
の
発
表
・
展
示
等

③
第
23
回
諏
訪
湖
ク
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

諏
訪
湖
ウ
ォ
ー
ク
・
湖
上
エ
コ
教
室
（
湖
周

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
船
上
か
ら
の
水
中
の
生
き

物
、
水
質
な
ど
の
観
察
）

募
集

①
リ
サ
イ
ク
ル
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店

（
先
着
30
組
程
度
、
諏
訪
湖
流
域
市
町
村
在

住
の
方
）

応
募
先
及
び
お
問
い
合
わ
せ
先

諏
訪
建
設
事
務
所
流
域
下
水
道
課

電
話
０
２
６
６
（
57
）
２
９
４
５

②
諏
訪
湖
ウ
ォ
ー
ク
・
湖
上
エ
コ
教
室

（
30
人
程
度
、
参
加
無
料
、
午
前
10
時
50
分

か
ら
午
後
１
時
）

応
募
先
及
び
お
問
い
合
わ
せ
先

諏
訪
地
方
事
務
所
環
境
課

電
話
０
２
６
６
（
57
）
２
９
５
２

③
環
境
に
ち
な
ん
だ
川
柳
（
五
・
七
・
五
）

２
０
１
１

【
題
】
①
諏
訪
湖
②
水
③
ゴ
ミ

④
地
球
温
暖
化
⑤
御
柱
⑥
花
火

【
賞
】
小
学
生
以
下
の
部
６
作
品

中
学
生
以
上
の
部
６
作
品

佳
作
　
　
　
　
　
18
作
品

【
資
格
】
幼
稚
園
・
保
育
園
児
か
ら
大
学
生
、

ま
た
一
般
の
方
等
、
特
に
制
限
は
あ

り
ま
せ
ん
。

応
募
先
お
よ
び
お
問
い
合
わ
せ
先

諏
訪
建
設
事
務
所
流
域
下
水
道
課

電
話
０
２
６
６
（
57
）
２
９
４
５

応
募
締
切
　
８
月
23
日
（
火
）

・
過
去
に
仕
事
で
石
綿
を
吸
い
込
ん
だ
可
能
性

は
あ
り
ま
せ
ん
か

○
い
ま
、
お
体
は
大
丈
夫
で
す
か

・
息
切
れ
、
せ
き
、
胸
が
苦
し
い
等
の
症
状
が

出
て
い
ま
せ
ん
か

※
石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、
呼
吸
器
系
の
症
状
が

よ
く
現
れ
ま
す

・
中
皮
腫
、
肺
が
ん
等
の
病
気
で
療
養
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
か

※
石
綿
を
吸
い
込
ん
だ
こ
と
の
あ
る
人
に
発
症

す
る
こ
と
の
あ
る
病
気
で
す

○
ご
家
族
な
ど
で
・
・
・
・

・
中
皮
腫
、
肺
が
ん
等
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
は

い
ま
せ
ん
か

お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
最
寄
り
の
労
働

基
準
監
督
署
又
は
長
野
労
働
局
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

石
綿
に
よ
る
疾
病
と
認
め
ら
れ
た
場
合
、
労

災
保
険
給
付
又
は
特
別
遺
族
給
付
金
を
受
け
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
特
別
遺
族
給
付
金
の
請
求
期
限
は
、
平
成
24

年
３
月
27
日
ま
で
で
す
。

労
災
保
険
給
付
の
請
求
に
つ
い
て
も
、
請
求

期
限
（
時
効
）
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
長
野
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.nagano-roudoukyoku.go.jp/

お
問
い
合
わ
せ
先

長
野
労
働
局

電
話
　
０
２
６
（
２
２
３
）
０
５
５
６

石
綿
に
よ
り
疾
病
は
数
十
年
前
の
仕
事
で
も

発
症
し
ま
す
。

○
も
う
一
度
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い

・
過
去
に
石
綿
を
取
り
扱
う
仕
事
を
し
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か

石
綿
に
よ
る
疾
病
に

気
づい
て
い
な
い
方
を

探
し
て
い
ま
す

諏
訪
湖
浄
化
促
進
イ
ベ
ン
ト２０１１

よ
み
が
え
れ
諏
訪
湖

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
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ご
家
族
の
『
ひ
き
こ
も
り
』
で
、
悩
み
を
抱

え
た
り
、
苦
し
ん
で
お
ら
れ
る
方
、
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

毎
日
の
暮
ら
し
中
で
、
ど
ん
な
声
か
け
を
行

う
と
効
果
的
な
の
か
な
ど
、
一
緒
に
考
え
ま
し

ょ
う
。

対
象
者
　
ひ
き
こ
も
り
の
方
（
義
務
教
育
修
了

以
上
）
の
ご
家
族

日
　
時
　
９
月
27
日
（
火
）

10
月
25
日
（
火
）（
全
２
回
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

（
１
日
だ
け
の
参
加
で
も
可
）

場
　
所
　
佐
久
合
同
庁
舎
５
階
会
議
室

内
　
容

１
日
目
　
ひ
き
こ
も
り
の
現
状
、
家
族
の
対

応
の
仕
方

２
日
目
　
ひ
き
こ
も
り
の
背
景
、
家
族
の
心

の
健
康
、
地
域
の
支
援
機
関
、

回
復
事
例
に
つ
い
て

定
　
員
　
15
名
（
先
着
順
）

持
ち
物
　
筆
記
用
具
な
ど

申
込
締
切
　
９
月
20
日
（
火
）

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

佐
久
保
健
福
祉
事
務
所
健
康
づ
く
り
支
援
課
　
　
　
　

電
話
０
２
６
７
（
63
）
３
１
６
４

ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室

の
ご
案
内

採
用
予
定
人
員
　
１
５
０
人
程
度

採
用
予
定
日
　
平
成
24
年
４
月
１
日

受
験
資
格
　
次
の
い
ず
れ
の
条
件
も
満
た
す
方

・
昭
和
27
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

・
助
産
師
免
許
又
は
看
護
師
免
許
を
有
す
る
方

（
来
春
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方
を
含
む
）

試
験
日
及
び
試
験
会
場

８
月
28
日
（
日
）
都
道
府
県
会
館

（
東
京
都
）

９
月
３
日
（
土
）
長
野
県
看
護
職
員
研
修

セ
ン
タ
ー
（
松
本
市
）

９
月
４
日
（
日
）
Ｊ
Ａ
長
野
県
ビ
ル

（
長
野
市
）

申
込
締
切
　
８
月
８
日
（
月
）

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

長
野
県
立
病
院
機
構
　
本
部
事
務
局
職
員
課

電
話
　
０
１
２
０
（
１
７
３
）
３
１
４

地
方
独
立
行
政
法
人
長
野
県
立

病
院
機
構

第
２
回
看
護
職
員

（
看
護
師・助
産
師
）募
集

http://www.pref-nagano-hosp.jp/honbu/kango

仕
事
や
職
業
生
活
で
強
い
不
安
、
悩
み
、
ス

ト
レ
ス
を
抱
え
、
心
の
健
康
が
損
な
わ
れ
て
い

る
労
働
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
第
一
線
で
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
る
講
師
を
迎

え
、
職
場
で
の
具
体
的
な
対
応
に
つ
い
て
事
例

を
交
え
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

企
業
の
管
理
職
や
人
事
労
務
担
当
者
、
労
働

組
合
役
員
、
従
業
員
の
方
な
ど
多
く
の
皆
様
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時
　
９
月
７
日
（
水
）

午
後
２
時
30
分
か
ら
４
時
ま
で

場
所
　
上
田
文
化
会
館
　
大
会
議
室

上
田
市
材
木
町
１
︱
２
︱
３

電
話
　
０
２
６
８
（
22
）
０
７
６
０

演
題職

場
環
境
の
変
化
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

～
人
材
育
成
と
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の

視
点
～

講
師
　
古
越
真
佐
子
さ
ん

（
社
）
日
本
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
認
定

シ
ニ
ア
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

受
講
料
は
、
無
料
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
先

長
野
県
東
信
労
政
事
務
所

電
話
　
０
２
６
８
（
25
）
７
１
４
４

心
の
健
康
づ
く
り

フォー
ラ
ム
の
開
催



気温 降水量 降水量
（1月からの合計） 日照時間平均気温 最高極日 最低極日

今年 19.4℃ 32.5℃／22 日 8.5℃／1 日 74.0mm 467.5mm 139.6時間
最近10年間の平均 18.8℃ 33.1℃／05 年 5.8℃／09 年 102.0mm 409.5mm 144.2時間

■立科町のデータ 6月

7月1日現在 （ ）内は前月比 2011年6月1日〜6月31日

人口 7,894（-5） 出生 0

男 3,883（-3） 死亡 6

女 4,011（-2） 転入 12

世帯数 2,798（6） 転出 17

■ 人口

■ 犯罪件数 （ ）内は1月からの合計　※確定数字ではないので、今後変動する場合もあります。
犯罪発生状況

（窃盗）
空き巣

忍び込み
事務所学校

荒らし 車上狙い 自動販売機
荒らし 自動車盗 オートバイ盗 自転車盗 脱衣場狙い その他

佐久警察署
管内 1 5 9 0 5 1 22 1 46

立科町 （0） （3） （0） （1） （0） （1） （2）
1

（4）
3

（16）

■ 立科町の気象　（6 月 1日〜30 日）

種別 6 月中火災件数 焼損面積 1月からの合計
建物火災 0 0㎡ 4
車両火災 0 0㎡ 0
林野火災 0 0㎡ 0
その他火災 0 0㎡ 2

合計 0 0㎡ 6

■ 火災

■ 救急
種別 6 月中救急出動件数 1月からの合計
急病 8 104

交通事故 0 10
一般負傷 7 44
その他 9 17
合計 24 175
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受
付
期
間
　
８
月
１
日
（
月
）
か
ら
９
月
９
日

（
金
）
ま
で

自
衛
隊
一
般
曹
候
補
生
の
募
集

資
格
　
平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
、
18
歳
以
上

27
歳
未
満
の
男
女

採
用
試
験
　
第
１
次
試
験
　
９
月
17
日
（
土
）

合
格
者
は
、
第
２
次
試
験
が
あ
り
ま
す

待
遇
等
　
入
隊
後
２
年
９
月
以
降
選
考
に
よ
り

３
曹
へ
昇
任

自
衛
隊
航
空
学
生
の
募
集

資
格
　
高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満
の
男
女

採
用
試
験
　
第
１
次
試
験
　
９
月
23
日
（
金
）

合
格
者
は
、
第
２
次
試
験
が
あ
り
ま
す

待
遇
等
　
入
隊
後
約
６
年
で
幹
部
パ
イ
ロ
ッ
ト

自
衛
官
候
補
生
の
募
集

資
格
　
採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
、
18
歳
以
上

27
歳
未
満
の
男
女

採
用
試
験
　
男
子
　
９
月
18
日
（
日
）
以
降

（
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

女
子
　
９
月
25
日
（
日
）

待
遇
等
　
所
要
の
教
育
を
得
て
、
３
ヶ
月
後
に

２
士
と
し
て
任
用

詳
細
等
の
お
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部
上
田
地
域
事
務
所

電
話
　
０
２
６
８
（
22
）
５
２
６
７

自
衛
官
等
を
募
集
し
ま
す

名
古
屋
税
関
で
は
、
終
戦
後
に
外
地
か
ら
引

き
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
方
々
が
税
関
な
ど
に
預
け

ら
れ
た
通
貨
や
証
券
等
を
お
返
し
し
て
お
り
ま

す
。
今
な
お
、
引
き
取
り
手
が
な
く
保
管
さ
れ

た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
数
あ
り
ま

す
。返

還
請
求
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
ご
本
人
は

も
と
よ
り
ご
家
族
の
方
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
お

心
当
た
り
の
方
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

保
管
し
て
い
る
通
貨
・
証
券
等

・
上
陸
地
の
税
関
又
は
海
運
局
に
預
け
ら
れ
た

通
貨
・
証
券
等

・
帰
国
前
に
在
外
公
館
や
日
本
人
自
治
会
等
に

預
け
ら
れ
た
通
貨･

証
券
等
の
う
ち
、
そ
の

後
日
本
に
返
還
さ
れ
た
も
の

※
通
　
貨
　
旧
日
本
銀
行
券
、

旧
日
本
軍
軍
票
　
等

証
券
等
　
支
那
事
変
割
引
国
庫
債
券
、

大
東
亜
戦
争
割
引
国
庫
債
券
　
等

お
問
い
合
わ
せ
先

財
務
省
名
古
屋
税
関

監
視
部
監
視
通
関
部
門

電
話
　
０
５
２
（
６
５
４
）
４
０
６
０

〒
４
５
５
︱
８
５
３
５

名
古
屋
市
港
区
入
船
二
丁
目
３
番
12
号

終
戦
当
時
、引
揚
者
の
方
か々
ら

お
預
か
り
し
た
通
貨・証
券
等
を

返
還
し
てい
ま
す
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21 日（日）市川医院 小諸市 0267-25-1200
鳥山クリニック 小諸市 0267-26-0308
御代田中央記念病院 御代田町 0267-32-4711
岩下医院 立科町 0267-56-3908

28 日（日）高橋内科医院 小諸市 0267-23-8110
佐々木医院 小諸市 0267-22-0503
川西赤十字病院 佐久市望月 0267-53-3011

9月
4日（日）田村医院 小諸市 0267-22-0048

桜井クリニック 小諸市 0267-26-1188
御代田中央記念病院 御代田町 0267-32-4711
高橋医院 佐久市望月 0267-53-2366

11日（日）武重医院 小諸市 0267-22-0171
東小諸クリニック 小諸市 0267-25-8104
岡田医院 佐久市望月 0267-53-2123

18日（日）甘利医院 小諸市 0267-22-0729
臼田医院 小諸市 0267-22-0483
御代田中央記念病院 御代田町 0267-32-4711

19日（月）関医院 小諸市 0267-22-2205
小諸病院 小諸市 0267-22-0250

緊急当番医については、予告なく変更する場合がありますので、有線放送、新聞又は当番医に直接確認の上、受診してください。
休日・夜間における医療機関等の情報提供　フリーダイヤル 0120-890-421

◆医科〈午前9時〜午後5時〉
21 日（日）小林歯科医院 小諸市 0267-25-3708

28 日（日）岡田歯科医院 小諸市 0267-25-4182

9月
4 日（日）土屋歯科医院 軽井沢町 0267-45-4512

11 日（日）小池歯科医院 小諸市 0267-22-0130

18 日（日）もみの木歯科クリニック 立科町 0267-56-0648

19 日（月）聖清会林歯科診療所 御代田町 0267-32-3613

◆歯科〈午前9時〜正午〉

月町民カレンダー ８
月
の
納
期

休 日 緊　急 当 番 医

8
行事予定 保　　健

8月15日（月） 成人式
17日（水） 第13回町長杯マレットゴルフ大会

19日（金） 乳幼児健診　①Ｈ23.3月～4月生
②Ｈ22.9月～10月生

21日（日） 分館対抗球技大会
22～26日 胃検診（30歳以上）
23日（火） 三葉保育園（公開保育）
24日（水） 若草保育園　誕生会・会食会（公開保育）
25日（木） 千草保育園　誕生会（公開保育）
27日（土） 第24回地域福祉推進町民大会
28日（日） 少年スポーツ大会

9月 2日（金） 予防接種（日本脳炎）：学校集団接種
9歳～12歳（小学3～6年）

3～4日 小学生夏休み作品展（ふるさと交流館）
4日（日） 立科町総合防災訓練
6日（火） 千草保育園　リトミック（公開保育）
8日（木） 赤ちゃん相談室（母乳相談）：Ｈ23.6月生

11日（日） 敬老の日式典
13日（火） 3歳児健診：Ｈ20.6月～8月生
14日（水） 三葉保育園（公開保育） 婦人科健診：20歳以上の女性（偶数年齢の方）
16日（金） 第5回権現の湯マレットゴルフ大会
17日（土） 小学校運動会
19日（月） スポーツ少年団町長杯争奪野球大会

町県民税（第２期）
国民健康保険税（第３期）
介護保険料：普通徴収（第５期）
後期高齢者医療保険料（第２期）
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友情と尊い命にメッセージ
7月15日（金）、立科小学校において、蓼科クラブが主催

する第27回蓼友コンサート（演劇「カン太の涙」～ヤンチャ
ーズ　あきらめない冒険～）が開催されました。

ＮＰＯ法人劇空間夢幻工房によるパフォーマンスを観る
中から、前向きに考えることや“命・友情”の尊さを考える機
会となったでしょう。

滝神地区で百合見ごろ
滝神地区の皆さんが丹精込めて整備してきた若草保

育園西側の交差点の花壇が見ごろになりました。
大きな百合の花が、園児や自動車の交通事故防止を

願って、地区の皆さんに代わって見守っています。

6月26日（日）、立科ゴルフ倶楽部にて192名参加
のもと盛大に開催されました。

早朝からの雨も止み、プレーが始まる頃には太陽
も顔を出し、参加された皆さんは親睦を深め、楽しい
一日を過ごしました。
主な成績は次のとおりです。

第35回　町民ゴルフ大会開催 〈ネットの部〉
優　勝 吉村武男　　
準優勝 金子嘉満　　
第3位 児玉敏幸

便り白樺高原
毎日暑い日が続いていますが、白樺高原で

は爽やかな空気が流れ、ヤナギランの花が見
頃となり、県内外からのお客様をお迎えして
います。

蓼科第二牧場県道沿いの白樺林でヤナギラ
ンの群生を見ることができます。ぜひお出か
けください。

蓼科ふれあい牧場に今テレビで人気のアルパカ
が、那須のアルパカ牧場から２頭やってきました。

１歳のオスの「大地」と「翔」です。人なつっこ
くておとなしい、癒し系の顔はとっても人気者にな
ることでしょう。

蓼科ふれあい牧場に
「アルパカ」が来た～

〈シニアの部〉
優　勝 中澤一巳　　
準優勝 今井剛健　　
第3位 荻原　裕

〈レディスの部〉
優　勝 吉村高子　　
準優勝 金子由美　　
第3位 田中文子

〈グロスの部〉
優　勝 宮下淳志　　
準優勝 菊地　衛　　
第3位 今井博之

※敬称略　



広報たてしな／23 年 8 月◆ 20

NEWS
立科町の輝くニュース

フラッシュ
★★

★

第２６回交通安全町民大会が
開催される

白樺高原観光協会より義援金の寄付
去る６月19日に行われました「白樺高原ビーナスマラ

ソン大会」での収益金の一部を、東日本大震災で被災さ
れた皆様のために役立てていただきたいと、７月６日に
大会実行委員長の平野稔氏より、総額1,465,717円が
小宮山町長に手渡されました。この義援金は日本赤十
字社を通じ寄付させていただきます。

被災地の皆さまに謹んでお見舞い申し上げますととも
に、１日も早い復興を心よりお祈り申し上げます。

７月１５日（金）、老人福祉センターにおいて、交通安
全町民大会が開催され、町民約100名が参加しまし
た。

交通安全への提言として、中学生・高校生・高齢者代
表の方より、それぞれ日頃交通安全について思っている
ことや、取り組んでいることなどを発表していただきま
した。

交通安全講習では、長野県交通安全教育支援センタ
ーにより寸劇が行われ、道具を使って笑いを交えての
指導がありました。

最後に、町民が安心・安全で快適な地域社会生活がで
きるよう、交通安全宣言がされました。

永年のご尽力に感謝状
人権擁護委員として２期６年と３ヶ月ご活躍いただ

きました西塩沢の上原光子さんは、６月30日をもっ
て退任され、法務大臣より感謝状が贈呈されました。

長い間ご苦労様でした。

◎昨年9月発売いたしました「立科町合併50周年
記念回数券（18回券）」の有効期限は、8月31日

（水）までです。期限内にご利用ください。

得“夏だ　 冷しゃぶセット           ”1,000円

8月27日（土）まで、立科町絵
画同好会の皆さんの作品を展示
しております。
ご家族おそろいでお出かけい

ただき、ご覧ください。

入
館
料
＋
立
科
産
豚
の
冷
し
ゃ
ぶ
定
食

＋
地
元
産
野
菜
の
バ
イ
キ
ン
グ

※
数
量
限
定
。
９
月
30
日
ま
で
で
す
。

食事処「権現亭｣との共同企画で

今年も始めました。

権現の湯からお知らせ

第3回
権現の湯展覧会開催中
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